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［［要要旨旨］］  

18・19世紀を対象とする人口・家族研究は，「宗門改帳」，寺院「過去帳」，「戸籍」を主要史料
として，分析が進められている。筆者は，史料読解から指標算出に至る研究過程の短縮，研究過程にお

ける再現性の保証，古文書史料の保存，および研究者間における史料と研究方法の共有を目的として，

古文書画像データベースと歴史 GISの開発を進めている。本章では「江戸時代における人口分析シス
テム（DANJURO）」の概要を示し，今後の課題について展望した。技術的課題として，①天気・稲
の作況・穀物価格を分析するシステムの構築，②古文書史料のデータ表現と史料入力の効率化，③関連

データベースの横断検索を指摘した。多面的な議論を要する課題として，①データベースの継承，②個

人情報保護や人権擁護に関わる史料利用ガイドライン策定，③データベースの評価方法を提起した。 
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ははじじめめにに  
江戸時代を対象とした人口研究の基礎的史料
として注目されてきたのは，「宗門改帳」と総称
される史料である。教区簿冊から人口分析を行う
ためにフランスで考案された家族復元法が「宗門
改帳」に適用された 1960年代末以来，同史料の
分析方法に関する研究が本格化した（速水・安元 
1968）。家族復元法は「宗門改帳」の記録内容を
包括的に分析できるようになっただけでなく，教
区簿冊から復元することが困難であった個人の
ライフパスを俎上に載せた点でも画期的な研究
法であった。 
筆者は，家族復元法を発展させ，古文書史料か
ら多様な指標を求める研究過程を自動化するデ
ータベース・歴史 GISの構築を進めている。この
情報システムを「江戸時代における人口分析シス
テム（DANJURO）」と名付けた。1980年代に
リレーショナル・モデルにもとづくデータベース
管理システム（DBMS）を用いて大型計算機上に
構築された DANJURO ver.1.0は，「宗門改帳」
の史料入力から人口指標算出までの研究過程を
一元化した世界初のデータベースとなった（川
口・中山 1989，川口 1990）。 

DANJURO をサーバ機に移行して，古文書画
像と文字データを画面上で比較対照する機能を
加え，史料所有者と史料保存機関の承諾のもとに，
世界に先駆けて 1999年にインターネットから公
開を始めた（川口 2002）。2022年 3月までに，
寺院「過去帳」，維新直後の「戸籍」，および「種
痘人取調書上帳」を入力史料とする古文書画像デ
ータベース・歴史 GISを構築して，インターネッ

トから公開している（Kawaguchi 2009 http:// 
www.danjuro.jp 2022-03-30検索）。現在，府
県統計書に掲載されている市郡別 6 種伝染病患
者数・死亡数にもとづく感染症流行と稲の作況を
分析する DANJURO ver.7.0を開発中である。 
一方，科学研究費補助金・創成的基礎研究の助
成を受けた「ユーラシア社会の人口・家族構造比
較史研究」（研究代表者：速水融，1995～1999年
度）の収集史料にもとづくデータベース構築が，
神戸大学と麗澤大学で進められている（森本・平
井・小野 2015，Dong et al. 2015，Kurosu et al. 
2021）。登録史料は，1カ村で数十年以上に亘る
時系列タイプと幕末維新期に作成された数十カ
村に亘る地域横断タイプがある。DANJURO が
古文書史料から直接入力するのに対して，神戸大
学と麗澤大学のデータベースは，速水 融氏が考
案した BDSと呼ばれる表を手作業で作成した後
に，BDSから入力する点に特色がある。2022年
3月末段階で，神戸大学と麗澤大学のデータベー
スは，インターネットに公開されていない。 
速水融氏の収集史料が寄贈されたことを契機
に， 麗澤大学では 2006年から「人口・家族史研
究プロジェクト（略称：PFHP）」が発足して，
「歴史人口学アーカイブ」として史料情報データ
ベースの整備が進められている（黒須 2020，
https://www.pfhp-japan.info 2022-03-30検索）。
PFHPが構築中の時系列タイプの Xavierデータ
ベースは 6章で詳述される。 
本章では，川口（2015）を改稿して，データベ
ース構築の目的，主要史料，DANJUROの概要，
および人口・家族研究のデータベース・歴史 GIS
の構築に当たっての検討課題について展望する。 
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１１．．デデーータタベベーースス・・歴歴史史 GGIISS構構築築のの目目的的  
データベース・歴史 GIS構築の目的は，次の 4
点に要約できる。 

 

11..11  研研究究過過程程のの短短縮縮  

システム構築の主目的は，古文書史料から多様
な指標を正確，迅速に算出して，人口・家族研究
を支援することにある。手作業による家族復元法
と比較すると，古文書史料データベースに蓄積さ
れたデータから人口学的指標を求め，グラフ・地
図表示する作業時間を格段に短縮した。しかし，
最も作業時間を必要とする史料読解・入力は，古
文書読解能力を持つ研究者や研究補助者の手作
業で行われている。史料読解・入力に必要な作業
時間をさらに短縮できれば，出力された指標につ
いて考察する研究時間を増やすことができる。 

 
11..22  研研究究過過程程ににおおけけるる再再現現性性のの保保障障  

18・19 世紀の人口・家族を対象とした研究で
は，分析の対象となる古文書史料の分量が膨大で
あるため，史料読解から指標算出に至る研究過程
の再現性が十分保障されていなかった。しかし，
研究者でも史料を誤読する可能性があり，史料に
誤記がみられる事例も少なくない。江戸時代末に
おける村の平均的な人口規模は 400 人前後であ
るため，わずかな史料の誤読や誤記，あるいは指
標算出プログラムの相違が人口・家族指標の数値
に大きな影響を与える。人口現象を正確に復原す
るには，古文書画像，史料を読解した文字データ，
および指標算出プログラムを公開することによ
り，研究過程の再現性を保障して，史料の解釈に
関する利用者の意見をシステム改良にフィード
バックすることが望まれる。 

 
11..33  古古文文書書史史料料のの保保存存  

古文書史料のなかには，廃棄，売却，あるいは
襖の下張りなどに流用されたり，水を被って破損
したり，付箋などが剥脱してしまう場合もみられ
る。過疎化の進む地域では，管理者が常住してい
ない寺社が急増しており，貴重な史料の所在が不
明となっている場合もある。また，虫喰い穴があ
いたり，日にやけて変色したり，ネズミやネコの
糞便で汚れていたり，頁が板状に張りついている
史料も少なくない。このような散逸や劣化が進行
する前に，貴重な古文書史料をデジタル画像とし
て蓄積することにより，保存を図る必要がある。 

 
11..44  研研究究者者間間ににおおけけるる史史料料とと分分析析方方法法のの共共有有  

古文書史料から復元することのできる 18・19
世紀の人口現象は，国際比較の対象となる。国外
研究者が古文書史料をもとに大著を著わし，日本
人研究者とともに国際会議で活躍する機会は急
増している。しかし，内外の研究者にとって，全
国に点在する古文書史料を調査することは容易
ではない。古文書画像データベースと指標算出プ

ログラム，歴史 GIS などをインターネットから
共同利用することにより，研究者間で史料と研究
方法を共有すると人口現象の国際比較を行う研
究環境の基盤を整備することができる。 

 

２２．．人人口口・・家家族族研研究究ににおおけけるる主主要要史史料料  
22..11  宗宗門門改改帳帳  
日本では，「宗門改帳」と総称される史料が 17
世紀後期から 19世紀中期まで全国の村や町で作
られていた。陸奥国会津郡，大沼郡，下野国塩谷
郡の一部を含む南山御蔵入領における「宗門改人
別家別書上帳」は，元禄 7（1694）年あるいは元
禄 8（1695）年から明治 3（1870）年まで毎年，
村ごとに名主の手によって作成・保管されていた。
同史料は，住居を共にする世帯を記載単位として，
現住人口を記録したものであり，婚姻，養子，奉
公などの異動が発生してから原則として 1 年以
内に登録されていた（川口 1990）。 
南山御蔵入領に所属する陸奥国会津郡小松川
村には，散逸した 9年分を除いて，寛政 4（1792）
年から慶応 4（1868）年に至る 77年間の「宗門
改人別家別書上帳」が保存されている。この史料
には，記載単位ごとに，旦那寺，本末関係，旦那
寺の所在地，宗派，持高，質地，鉄砲の有無，家
屋規模，屋根の材料，構成員の名前，筆頭者との
続柄，年齢，異動，牛馬数，世帯規模などが記録
されている。  
同史料が長期にわたって保存されている村で
は，史料的制約に十分留意すれば，人口変動のほ
かにも初婚年齢，死亡年齢，養子や婚姻による人
口移動といった人口再生産に影響をもつ指標を
求めることができる。さらに，家族形態，筆頭者
の交代や改名に関する慣習など，日常生活の具体
像を示す情報を抽出することも可能である。 
「宗門改帳」の史料的価値は，歴史人口学・家
族史の分野で国際的に高く評価されている。一方，
同史料の数量分析に慎重な姿勢を求める歴史家
も少なくない。「ユーラシア社会の人口・家族構
造比較史研究」でも，「宗門改帳」の史料吟味の
重要性が再認識された。各藩で行われた宗門改め
制度や「宗門改帳」の史料的性格については，未
解明の点も多い。 

  
22..22  寺寺院院「「過過去去帳帳」」  
寺院で供養されている「過去帳」は，被葬者を
死亡日順に記録した「日繰り」，死亡年月日順に
記録した「年繰り」，家ごとに整理した「家繰り」
の 3 種類に大別できる。3 種類の寺院「過去帳」
には，被葬者の戒名，俗名（あるいは喪主との続
柄），および死亡年月日が記録されている。被葬
者の死亡年齢，生年月日，居住地，死因，死亡地，
出身地などが書かれている史料も確認できる。 
寺院「過去帳」を整理すると，被葬者数，被葬
者の性比，戒名の位号の構成比など多様な指標を

求めることができる。そのため，自然災害や感染
症による死亡危機の復原に利用されてきた（菊池 
1980）。寺院「過去帳」の史料的性格の検討が進
み，その分析方法が確立されれば，死亡時期の季
節性などの解明も期待されている（鬼頭 1998）。 
近代移行期の人口現象を復元するうえで，寺院
「過去帳」は「宗門改帳」や「戸籍」とならぶ基
礎的史料である。明治初年に作成が途絶える「宗
門改帳」に対して，寺院「過去帳」は幕末維新期
を挟んで現在まで被葬者を記録し続けている点
で貴重である。しかし，1980年代以降，寺院「過
去帳」を用いた研究は減少している。その要因と
して，①人権問題のために史料調査が困難である，
②史料的性格が未解明である，③史料整理に膨大
な作業量が必要であるといった点が指摘できる。 
本システムは，③について研究過程の短縮を企
図している。②は寺院「過去帳」を分析するため
の重要課題と指摘されて久しいが，未だに着手さ
れた段階に留まっている。寺院「過去帳」から檀
家の総人口や性別・年齢別人口といった risk 
population を求めることができないため，死亡
指標の時系列変化を追跡するには，寺院「過去帳」
に記録された被葬者について十分吟味する必要
がある。 
寺院「過去帳」の史料的性格を理解するには，
ア）史料作成年代や作成者などを特定する書誌学
的検討，イ）戒名をつけて寺院「過去帳」に記録
する葬送墓制を含む寺檀関係の解明，ウ）「宗門
改帳」や墓碑銘などの関連資料との比較が不可欠
である。イ）については，流産・死産児に戒名を
つけて寺院「過去帳」に供養するようになった時
期の検討（川口 2009，Kawaguchi 2018），
ウ）については，近世墓と寺院「過去帳」との比
較（関根・渋谷 2007）などが注目される。 

 
22..33  戸戸籍籍  
歴史人口学の事例研究は，主として人口規模が
数百人の村単位に作成された長期間にわたる「宗
門改帳」の分析にもとづいていたため，研究対象
村落の人口学的特色がどの地域的範囲を代表す
る事例であるのか明確ではなかった。数十カ村に
わたる単年度の「戸籍」の分析と組み合わせるこ
とにより，人口回復・増加が本格化した幕末維新
期における人口・家族構造の地域特性を抽出でき
る可能性がある。 
明治元（1858）年 10月に制定された京都府戸
籍仕法書と戸籍雛形に倣い，岩代国会津郡，大沼
郡，河沼郡，耶麻郡を含む若松縣は，明治 3（1870）
年正月に京都府戸籍仕法書の写しと「戸籍」の書
式を村々の肝煎に触達して戸籍編製に着手した。
明治 3 年 3 月から 6 月に各村の肝煎が作成した
「戸籍」には，世帯ごとに構成員の名前，年齢，
筆頭者との続き柄，異動，旦那寺，旦那寺の所在
地，宗教・宗派，田の面積，畠の面積，林の面積，
牛馬数，農間余業などが記録されている。 

一方，神奈川縣は明治 3年 10月に「戸籍編製
規則併雛形」を村々の名主に布達して，戸籍編製
に着手した。同年 12月に各村が作成した「戸籍」
には，世帯ごとに構成員の姓名，年齢，筆頭者と
の続き柄，異動，田の面積と高，畑の面積と高，
山林の面積と高，牛馬数，農間余業などが記録さ
れている。平民族戸籍，社務戸籍，寺院戸籍，来
住並奉公人仮戸籍などが合冊されている点も編
製上の特色である（川口・上原・日置 2010）。 
若松縣と神奈川縣の明治 3年「戸籍」には，史
料作成以前に他家に移動した者が，生家と移動先
の家に二重登録されるという特色を持つ。そのた
め，明治 3年「戸籍」は，幕末維新期における人
口移動の地域的特色を復元するうえでも貴重で
ある。他方，若松縣と神奈川縣の「戸籍」には，
姓の有無，宗教・宗派や旦那寺に関する記録の有
無，田畑や山林の高に関する記録の有無などの点
で，記載内容に差異が認められる。明治 5（1872）
年以前に各府縣で作られた「戸籍」の地域的特色
については，未解明の点が多い。 

 
22..44  種種痘痘人人取取調調書書上上帳帳  
文部省医務局は，明治 7（1874）年 6月 24目
に布達された文部省布達第 20号にもとづき，馬
喰町 4 丁目に牛痘種継所を開いて再帰牛痘苗の
生産を始め，翌年 12月までに各府県と病院学校
に 3,905管を配分した（内務省衛生局雑誌，第 5
号，1876，28ページ)。 ついで，同 10月 30日
に種痘規則（文部省布達第 27号）を布達して，
府県の認定する種痘医以外の種痘接種を禁じ，善
感・不善感を検診して，毎年 2度ずつ府県から文
部省に種痘接種者数を報告するよう求めた。 
種痘規則を受けた足柄県令・柏木忠俊は，明治 

8 年 1 月に天然痘予防心得（足柄県布達第 1号）
を布達して種痘接種を勧め，接種状況を調査して
報告するよう村に命じた。そのため，明治 8年春
に足柄県下各村で「種痘人取調書上帳」が作成さ
れた。「種痘人取調書上帳」は，明治 8年 1月か 
ら 6月までの各府県における種痘医数，初種接種
者数，再種・三種接種者数，および総人口に占め
る種痘接種者の構成比を記載した内務省衛生局
雑誌，第 2号，1876所収「明治 8年自 1月至 6
月 種痘一覧表」の基礎調査資料とみられる。 
明治 8年秋以降，府県から内務省衛生局に種痘
接種者数を報告する半年ごとに，各町村では「種
痘戸籍簿」，「種痘人員簿」，「種痘人員元簿」，
「種痘連名簿」，「種痘接種連名簿」，「種痘接
種人名調」などの表題を持つ帳簿が作成され，住
民の種痘履歴が管理された。「種痘人取調書上帳」
などには，戸主の氏名，世帯構成員の名前，生年
月日，満年齢，天然痘済・初種済・再種済・三種
済・未種痘の別，種痘接種年月日，種痘医などが
記録されている。各府縣で作成された「種痘人取
調書上帳」などの史料的性格や分析は，着手され
た段階である。 
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１１．．デデーータタベベーースス・・歴歴史史 GGIISS構構築築のの目目的的  
データベース・歴史 GIS構築の目的は，次の 4
点に要約できる。 

 

11..11  研研究究過過程程のの短短縮縮  

システム構築の主目的は，古文書史料から多様
な指標を正確，迅速に算出して，人口・家族研究
を支援することにある。手作業による家族復元法
と比較すると，古文書史料データベースに蓄積さ
れたデータから人口学的指標を求め，グラフ・地
図表示する作業時間を格段に短縮した。しかし，
最も作業時間を必要とする史料読解・入力は，古
文書読解能力を持つ研究者や研究補助者の手作
業で行われている。史料読解・入力に必要な作業
時間をさらに短縮できれば，出力された指標につ
いて考察する研究時間を増やすことができる。 

 
11..22  研研究究過過程程ににおおけけるる再再現現性性のの保保障障  

18・19 世紀の人口・家族を対象とした研究で
は，分析の対象となる古文書史料の分量が膨大で
あるため，史料読解から指標算出に至る研究過程
の再現性が十分保障されていなかった。しかし，
研究者でも史料を誤読する可能性があり，史料に
誤記がみられる事例も少なくない。江戸時代末に
おける村の平均的な人口規模は 400 人前後であ
るため，わずかな史料の誤読や誤記，あるいは指
標算出プログラムの相違が人口・家族指標の数値
に大きな影響を与える。人口現象を正確に復原す
るには，古文書画像，史料を読解した文字データ，
および指標算出プログラムを公開することによ
り，研究過程の再現性を保障して，史料の解釈に
関する利用者の意見をシステム改良にフィード
バックすることが望まれる。 

 
11..33  古古文文書書史史料料のの保保存存  

古文書史料のなかには，廃棄，売却，あるいは
襖の下張りなどに流用されたり，水を被って破損
したり，付箋などが剥脱してしまう場合もみられ
る。過疎化の進む地域では，管理者が常住してい
ない寺社が急増しており，貴重な史料の所在が不
明となっている場合もある。また，虫喰い穴があ
いたり，日にやけて変色したり，ネズミやネコの
糞便で汚れていたり，頁が板状に張りついている
史料も少なくない。このような散逸や劣化が進行
する前に，貴重な古文書史料をデジタル画像とし
て蓄積することにより，保存を図る必要がある。 

 
11..44  研研究究者者間間ににおおけけるる史史料料とと分分析析方方法法のの共共有有  

古文書史料から復元することのできる 18・19
世紀の人口現象は，国際比較の対象となる。国外
研究者が古文書史料をもとに大著を著わし，日本
人研究者とともに国際会議で活躍する機会は急
増している。しかし，内外の研究者にとって，全
国に点在する古文書史料を調査することは容易
ではない。古文書画像データベースと指標算出プ

ログラム，歴史 GIS などをインターネットから
共同利用することにより，研究者間で史料と研究
方法を共有すると人口現象の国際比較を行う研
究環境の基盤を整備することができる。 

 

２２．．人人口口・・家家族族研研究究ににおおけけるる主主要要史史料料  
22..11  宗宗門門改改帳帳  
日本では，「宗門改帳」と総称される史料が 17
世紀後期から 19世紀中期まで全国の村や町で作
られていた。陸奥国会津郡，大沼郡，下野国塩谷
郡の一部を含む南山御蔵入領における「宗門改人
別家別書上帳」は，元禄 7（1694）年あるいは元
禄 8（1695）年から明治 3（1870）年まで毎年，
村ごとに名主の手によって作成・保管されていた。
同史料は，住居を共にする世帯を記載単位として，
現住人口を記録したものであり，婚姻，養子，奉
公などの異動が発生してから原則として 1 年以
内に登録されていた（川口 1990）。 
南山御蔵入領に所属する陸奥国会津郡小松川
村には，散逸した 9年分を除いて，寛政 4（1792）
年から慶応 4（1868）年に至る 77年間の「宗門
改人別家別書上帳」が保存されている。この史料
には，記載単位ごとに，旦那寺，本末関係，旦那
寺の所在地，宗派，持高，質地，鉄砲の有無，家
屋規模，屋根の材料，構成員の名前，筆頭者との
続柄，年齢，異動，牛馬数，世帯規模などが記録
されている。  
同史料が長期にわたって保存されている村で
は，史料的制約に十分留意すれば，人口変動のほ
かにも初婚年齢，死亡年齢，養子や婚姻による人
口移動といった人口再生産に影響をもつ指標を
求めることができる。さらに，家族形態，筆頭者
の交代や改名に関する慣習など，日常生活の具体
像を示す情報を抽出することも可能である。 
「宗門改帳」の史料的価値は，歴史人口学・家
族史の分野で国際的に高く評価されている。一方，
同史料の数量分析に慎重な姿勢を求める歴史家
も少なくない。「ユーラシア社会の人口・家族構
造比較史研究」でも，「宗門改帳」の史料吟味の
重要性が再認識された。各藩で行われた宗門改め
制度や「宗門改帳」の史料的性格については，未
解明の点も多い。 

  
22..22  寺寺院院「「過過去去帳帳」」  
寺院で供養されている「過去帳」は，被葬者を
死亡日順に記録した「日繰り」，死亡年月日順に
記録した「年繰り」，家ごとに整理した「家繰り」
の 3 種類に大別できる。3 種類の寺院「過去帳」
には，被葬者の戒名，俗名（あるいは喪主との続
柄），および死亡年月日が記録されている。被葬
者の死亡年齢，生年月日，居住地，死因，死亡地，
出身地などが書かれている史料も確認できる。 
寺院「過去帳」を整理すると，被葬者数，被葬
者の性比，戒名の位号の構成比など多様な指標を

求めることができる。そのため，自然災害や感染
症による死亡危機の復原に利用されてきた（菊池 
1980）。寺院「過去帳」の史料的性格の検討が進
み，その分析方法が確立されれば，死亡時期の季
節性などの解明も期待されている（鬼頭 1998）。 
近代移行期の人口現象を復元するうえで，寺院
「過去帳」は「宗門改帳」や「戸籍」とならぶ基
礎的史料である。明治初年に作成が途絶える「宗
門改帳」に対して，寺院「過去帳」は幕末維新期
を挟んで現在まで被葬者を記録し続けている点
で貴重である。しかし，1980年代以降，寺院「過
去帳」を用いた研究は減少している。その要因と
して，①人権問題のために史料調査が困難である，
②史料的性格が未解明である，③史料整理に膨大
な作業量が必要であるといった点が指摘できる。 
本システムは，③について研究過程の短縮を企
図している。②は寺院「過去帳」を分析するため
の重要課題と指摘されて久しいが，未だに着手さ
れた段階に留まっている。寺院「過去帳」から檀
家の総人口や性別・年齢別人口といった risk 
population を求めることができないため，死亡
指標の時系列変化を追跡するには，寺院「過去帳」
に記録された被葬者について十分吟味する必要
がある。 
寺院「過去帳」の史料的性格を理解するには，
ア）史料作成年代や作成者などを特定する書誌学
的検討，イ）戒名をつけて寺院「過去帳」に記録
する葬送墓制を含む寺檀関係の解明，ウ）「宗門
改帳」や墓碑銘などの関連資料との比較が不可欠
である。イ）については，流産・死産児に戒名を
つけて寺院「過去帳」に供養するようになった時
期の検討（川口 2009，Kawaguchi 2018），
ウ）については，近世墓と寺院「過去帳」との比
較（関根・渋谷 2007）などが注目される。 

 
22..33  戸戸籍籍  
歴史人口学の事例研究は，主として人口規模が
数百人の村単位に作成された長期間にわたる「宗
門改帳」の分析にもとづいていたため，研究対象
村落の人口学的特色がどの地域的範囲を代表す
る事例であるのか明確ではなかった。数十カ村に
わたる単年度の「戸籍」の分析と組み合わせるこ
とにより，人口回復・増加が本格化した幕末維新
期における人口・家族構造の地域特性を抽出でき
る可能性がある。 
明治元（1858）年 10月に制定された京都府戸
籍仕法書と戸籍雛形に倣い，岩代国会津郡，大沼
郡，河沼郡，耶麻郡を含む若松縣は，明治 3（1870）
年正月に京都府戸籍仕法書の写しと「戸籍」の書
式を村々の肝煎に触達して戸籍編製に着手した。
明治 3 年 3 月から 6 月に各村の肝煎が作成した
「戸籍」には，世帯ごとに構成員の名前，年齢，
筆頭者との続き柄，異動，旦那寺，旦那寺の所在
地，宗教・宗派，田の面積，畠の面積，林の面積，
牛馬数，農間余業などが記録されている。 

一方，神奈川縣は明治 3年 10月に「戸籍編製
規則併雛形」を村々の名主に布達して，戸籍編製
に着手した。同年 12月に各村が作成した「戸籍」
には，世帯ごとに構成員の姓名，年齢，筆頭者と
の続き柄，異動，田の面積と高，畑の面積と高，
山林の面積と高，牛馬数，農間余業などが記録さ
れている。平民族戸籍，社務戸籍，寺院戸籍，来
住並奉公人仮戸籍などが合冊されている点も編
製上の特色である（川口・上原・日置 2010）。 
若松縣と神奈川縣の明治 3年「戸籍」には，史
料作成以前に他家に移動した者が，生家と移動先
の家に二重登録されるという特色を持つ。そのた
め，明治 3年「戸籍」は，幕末維新期における人
口移動の地域的特色を復元するうえでも貴重で
ある。他方，若松縣と神奈川縣の「戸籍」には，
姓の有無，宗教・宗派や旦那寺に関する記録の有
無，田畑や山林の高に関する記録の有無などの点
で，記載内容に差異が認められる。明治 5（1872）
年以前に各府縣で作られた「戸籍」の地域的特色
については，未解明の点が多い。 

 
22..44  種種痘痘人人取取調調書書上上帳帳  
文部省医務局は，明治 7（1874）年 6月 24目
に布達された文部省布達第 20号にもとづき，馬
喰町 4 丁目に牛痘種継所を開いて再帰牛痘苗の
生産を始め，翌年 12月までに各府県と病院学校
に 3,905管を配分した（内務省衛生局雑誌，第 5
号，1876，28ページ)。 ついで，同 10月 30日
に種痘規則（文部省布達第 27号）を布達して，
府県の認定する種痘医以外の種痘接種を禁じ，善
感・不善感を検診して，毎年 2度ずつ府県から文
部省に種痘接種者数を報告するよう求めた。 
種痘規則を受けた足柄県令・柏木忠俊は，明治 

8 年 1 月に天然痘予防心得（足柄県布達第 1号）
を布達して種痘接種を勧め，接種状況を調査して
報告するよう村に命じた。そのため，明治 8年春
に足柄県下各村で「種痘人取調書上帳」が作成さ
れた。「種痘人取調書上帳」は，明治 8年 1月か 
ら 6月までの各府県における種痘医数，初種接種
者数，再種・三種接種者数，および総人口に占め
る種痘接種者の構成比を記載した内務省衛生局
雑誌，第 2号，1876所収「明治 8年自 1月至 6
月 種痘一覧表」の基礎調査資料とみられる。 
明治 8年秋以降，府県から内務省衛生局に種痘
接種者数を報告する半年ごとに，各町村では「種
痘戸籍簿」，「種痘人員簿」，「種痘人員元簿」，
「種痘連名簿」，「種痘接種連名簿」，「種痘接
種人名調」などの表題を持つ帳簿が作成され，住
民の種痘履歴が管理された。「種痘人取調書上帳」
などには，戸主の氏名，世帯構成員の名前，生年
月日，満年齢，天然痘済・初種済・再種済・三種
済・未種痘の別，種痘接種年月日，種痘医などが
記録されている。各府縣で作成された「種痘人取
調書上帳」などの史料的性格や分析は，着手され
た段階である。 
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３３．．DDAANNJJUURROOのの概概要要  
「江戸時代における人口分析システム（DAN 

JURO）のURLはhttp://www.danjuro.jp （2022-
03-30検索）である。本システムは，①「宗門改
帳」分析システム，②「過去帳」分析システム，
③「幕末維新期人口史料」分析システム，④「種
痘人取調書上帳」分析システム，⑤「府県統計書・
感染症流行」分析システム，⑥「稲の作況史料」
分析システムなどから構成されている。本節では，
開発中の⑤と⑥を除く，①～④の概要を示す。 
①～③は，Microsoft Windows 2008 R2を OS，

Oracle 11gを DBMS，Oracle WebLogic Sever
をWeb Server，PL/SQLを開発言語として構築
されている。Microsoft社がWindows 2008 R2の
サポートを終了したため，2019 年末から①～③
を仮想サーバに移行して，開発・運用を継続して
いる。④～⑥は，Debian Linux Squeeze を OS
とするホスティング・サーバにMySQLをDBMS，
PHPを開発言語として構築されている。 

 
33..11  「「宗宗門門改改帳帳」」分分析析シシスステテムム  

2022 年 3 月末に「宗門改帳」古文書画像デー
タベースには，7ヵ村，101,794人／年，22,795
世帯／年の情報が登録されている（表１）。本デ
ータベースを構成する以下 4テーブルのうち，下
線のデータ項目が画像データ，太字のデータ項目
が数値データ，それ以外は文字データである。 
ア）個人情報テーブル：集落名，村村のの位位置置（（北北緯緯）），

村村のの位位置置（（東東経経）），西西暦暦，世世帯帯番番号号，個個人人番番
号号，名前（ローマ字），名前（漢字），性別，
年年齢齢，筆頭者との続き柄，配偶関係，宗教・
宗派，旦那寺の所在地，旦那寺，異動事項，
異動内容，村役人・百姓身分。 

イ）世帯情報テーブル：集落名，村村のの位位置置（（北北緯緯）），
村村のの位位置置（（東東経経）），西西暦暦，世世帯帯番番号号，筆頭者
名（ローマ字），筆頭者名（漢字），家家族族人人
数数（（男男性性）），家家族族人人数数（（女女性性）），譜譜代代下下男男人人
数数，譜譜代代下下女女人人数数，質質券券下下男男人人数数，質質券券下下女女
人人数数，同同家家人人人人数数（（男男性性）），同同家家人人人人数数（（女女
性性）），世世帯帯規規模模，世帯構造，家族外同居者，
同同居居世世代代数数，牛牛数数，馬馬数数，持高（石），家屋
規模（縦＊横，間），屋根材料。 

ウ）古文書画像情報テーブル：集落名（国郡村），
西西暦暦，世世帯帯番番号号，古文書画像。 

エ）史料書誌情報テーブル：集落名（国郡村），
西西暦暦，史料作成年月日（和暦），史料名，史
料作成者，史料所蔵者，史料保存機関，古文
書史料表紙画像，古文書史料奥付画像。 

本データベースのユーザ・インターフェースは，
検索条件の入力画面，検索結果のブラウジング画
面，検索結果の詳細表示画面，ダウンロード項目
の選択画面，およびダウンロードの実行画面から
構成されている。 
「宗門改帳」分析プログラムにより，62項目の
指標を利用者側コンピュータに表示できる。 
①①人人口口増増加加にに関関すするる指指標標…人口，世帯数，人口増
加率，牛馬数。 

②②出出生生・・死死亡亡にに関関すするる指指標標…出生数，普通出生率，
出生性比，総出生率，子供と女性の比率，出産
年齢，出産回数，死亡数，普通死亡率，死亡性
比，死亡年齢，自然増加率。 

③③婚婚姻姻・・人人口口移移動動にに関関すするる指指標標…婚姻者数，結婚
年齢，初婚年齢，結婚回数，流入数，流入率，
流出数，流出率，純移動率。 

④④出出生生・・死死亡亡・・婚婚姻姻・・人人口口移移動動以以外外のの異異動動にに関関すす
るる指指標標…奉公人となった人数，奉公人となった
年齢，改名した人数，改名した年齢，改名した
回数，養子となった人数，養子となった年齢，
筆頭者となった人数，筆頭者となった年齢。 

⑤⑤人人口口構構造造にに関関すするる指指標標…平均年齢，五歳階級別
人口，年齢階層別人口，5歳階級別年齢構造係
数，年齢構造係数，年齢構造指数，性比，年齢
階層別性比，配偶関係別人口，有配偶率・未婚
率，宗教・宗派別人口，宗教・宗派別人口の構
成比。 

⑥⑥世世帯帯構構造造にに関関すするる指指標標…平均世帯規模，世帯規
模別世帯数，世帯規模別世帯数の構成比，持高
別世帯数，持高別世帯数の構成比，世帯規模と
持高との相関，家族形態別世帯数，家族形態別
世帯数の構成比，同居世代数別世帯数，同居世
代数別世帯数の構成比，下男・同家人同居世帯
数，下男・同家人同居世帯の構成比，一世帯あ
たりの平均夫婦組数，牛馬所有世帯数，牛馬所
有世帯の構成比。 
「宗門改帳」分析プログラムのユーザ・インタ

ーフェースは，指標選択画面，データ検索画面，

データのダウンロード画面から構成されている。 
 

                    表表１１　　「「宗宗門門改改帳帳」」古古文文書書画画像像デデーータタベベーーススにに登登録録さされれてていいるる延延べべ人人数数とと世世帯帯数数

集集落落名名 史史料料のの年年代代 延延べべ人人数数（（人人××年年）） 延延べべ世世帯帯数数（（世世帯帯××年年）） 古古文文書書画画像像

陸奥国会津郡石伏村 1752-1812 11,593 2,321 無

陸奥国会津郡小松川村 1792-1868 7,338 1,771 有

陸奥国会津郡鴇巣村 1790-1859 18,155 4,349 無

陸奥国大沼郡桑原村 1750-1834, 1840-1858 11,486 2,518 無

武蔵国多摩郡中藤村 1843-1864 12,096 1,997 無

摂津国武庫郡上瓦林村 1750-1819 20,304 4,526 無

摂津国八部郡花熊村 1789-1869 20,822 5,313 無

合　　計 101,794 22,795

33..22  「「過過去去帳帳」」分分析析シシスステテムム  

2022 年 3 月末の時点で「過去帳」古文書画像
データベースには，27ヵ寺の 68,773人分の被葬
者に関する情報が登録されている（表 2）。「過
去帳」テーブルのデータ項目のうち，下線の項目
が画像データ，太字の項目が数値データ，それ以
外は文字データである（川口・上原・日置 2004）。 
ア）寺院「過去帳」テーブル：寺院所在地，寺院

名，寺寺院院のの位位置置（（北北緯緯）），寺寺院院のの位位置置（（東東経経）），
宗教・宗派，史料名，死死亡亡年年（（西西暦暦）），死亡
年月日（旧暦），死亡年月日（新暦），戒名，
性別，居住地，俗名，死死亡亡年年齢齢，出出生生年年（（西西
暦暦）），出生年月日（新暦），出生年月日（旧
暦），死因，死亡地，出身地，古文書画像。 

「過去帳」分析プログラムにより，以下 51 項
目の指標を利用者側コンピュータに表示できる
（川口・上原・日置 2006）。 
①①被被葬葬者者数数にに関関すするる指指標標…男女別被葬者数，男性
被葬者数，女性被葬者数，被葬者の性比，日別
男女別被葬者数，日別男女別死亡指数，日別被
葬者の性比死亡地が記録されている被葬者数，
死亡地が記録されている被葬者の構成比，出身
地が記録されている被葬者数，出身地が記録さ
れている被葬者の構成比，居住地が記録されて

いる被葬者数，居住地が記録されている被葬者
の構成比。 
②②年年齢齢別別死死亡亡構構造造にに関関すするる指指標標…戒名の位号の
出現頻度，戒名の位号の構成比，死亡年齢と戒
名の位号（全体），死亡年齢と戒名の位号（子
供），死亡年齢と戒名の位号（成人），死亡年
齢と戒名の位号（出家など），戒名の位号別被
葬者数（子供），戒名の位号別被葬者数（成人），
戒名の位号別被葬者数（出家など），年齢階層
別被葬者数，子供の被葬者数，成人の被葬者数，
年齢階層別被葬者の性比。 

③③死死亡亡のの季季節節性性にに関関すするる指指標標…月別男女別被葬
者数，月別男女別死亡指数，月別被葬者の性比，
月別年齢階層別被葬者数，月別年齢階層別死亡
指数，月別年齢階層別被葬者の性比，季節別男
女別被葬者数，季節別男女別死亡指数，季節別
被葬者の性比，季節別年齢階層別被葬者数，季
節別年齢階層別死亡指数，季節別年齢階層別被
葬者の性比。 

④④死死因因ななどどにに関関すするる指指標標……死因が記録されてい
る被葬者数，死因が記録されている被葬者数の
構成比，男女別流産・死産児数，戒名の位号別
流産・死産児数，男女別天然痘死亡数，天然痘
死亡者の死亡年齢，戒名の位号別天然痘死亡数，
出生録されている被葬者の構成比，死亡年月日

　　　　　　表表２２　　寺寺院院「「過過去去帳帳」」古古文文書書画画像像デデーータタベベーーススにに登登録録さされれてていいるる被被葬葬者者

寺寺院院のの所所在在地地 寺寺院院名名 死死亡亡年年 被被葬葬者者数数（（人人）） 古古文文書書画画像像

東京都羽村市 A寺 1736-1910 2,608 無

東京都調布市 B寺 1579-1910 1,631 無

東京都あきる野市 C寺 1278-1910 2,562 有

東京都青梅市 D寺 1786-1910 2,207 無

東京都八王子市 E寺 1494-1910 2,045 無

東京都羽村市 F寺 1646-1910 2,414 無

東京都日野市 G寺  730-1910 4,939 無

東京都羽村市 H寺 1683-1910 2,906 無

東京都昭島市 I寺 1364-1910 2,490 無

岡山県真庭郡新庄村 J寺 1653-1910 3,862 無

東京都あきる野市 K寺 1550-1804，1889-1910 2,601 無

広島県因島市 L寺 1829-1863 708 有

東京都福生市 M寺 528-1910 2,902 有

神奈川県伊勢原市 N寺 1595-1870 871 有

神奈川県中郡二宮町 O寺 1628-1873，1908 1,377 有

神奈川県中郡二宮町 P寺 1560-1912 3,779 有

神奈川県中郡二宮町 Q寺 1631-1885 2,170 有

神奈川県中郡二宮町 R寺 1292-2011 688 有

神奈川県中郡二宮町 S寺 1144-1912 2,851 有

神奈川県中郡二宮町 T寺 999-1912 666 有

神奈川県中郡二宮町 U寺 1635-1912 1,669 有

神奈川県中郡大磯町 V寺 528-1922 4,126 有

神奈川県中郡大磯町 W寺 1689-1898 1,768 有

福島県南会津郡南会津町 X寺 1604-1933 3,658 有

福島県南会津郡南会津町 Y寺 1707-1918 3,308 有

福島県南会津郡南会津町 Z寺 1661-1910 3,186 有

福島県南会津郡只見町 AA寺 1614-1849 4,781 有

合　　計 68,773
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３３．．DDAANNJJUURROOのの概概要要  
「江戸時代における人口分析システム（DAN 

JURO）のURLはhttp://www.danjuro.jp （2022-
03-30検索）である。本システムは，①「宗門改
帳」分析システム，②「過去帳」分析システム，
③「幕末維新期人口史料」分析システム，④「種
痘人取調書上帳」分析システム，⑤「府県統計書・
感染症流行」分析システム，⑥「稲の作況史料」
分析システムなどから構成されている。本節では，
開発中の⑤と⑥を除く，①～④の概要を示す。 
①～③は，Microsoft Windows 2008 R2を OS，

Oracle 11gを DBMS，Oracle WebLogic Sever
をWeb Server，PL/SQLを開発言語として構築
されている。Microsoft社がWindows 2008 R2の
サポートを終了したため，2019 年末から①～③
を仮想サーバに移行して，開発・運用を継続して
いる。④～⑥は，Debian Linux Squeeze を OS
とするホスティング・サーバにMySQLをDBMS，
PHPを開発言語として構築されている。 

 
33..11  「「宗宗門門改改帳帳」」分分析析シシスステテムム  

2022 年 3 月末に「宗門改帳」古文書画像デー
タベースには，7ヵ村，101,794人／年，22,795
世帯／年の情報が登録されている（表１）。本デ
ータベースを構成する以下 4テーブルのうち，下
線のデータ項目が画像データ，太字のデータ項目
が数値データ，それ以外は文字データである。 
ア）個人情報テーブル：集落名，村村のの位位置置（（北北緯緯）），

村村のの位位置置（（東東経経）），西西暦暦，世世帯帯番番号号，個個人人番番
号号，名前（ローマ字），名前（漢字），性別，
年年齢齢，筆頭者との続き柄，配偶関係，宗教・
宗派，旦那寺の所在地，旦那寺，異動事項，
異動内容，村役人・百姓身分。 

イ）世帯情報テーブル：集落名，村村のの位位置置（（北北緯緯）），
村村のの位位置置（（東東経経）），西西暦暦，世世帯帯番番号号，筆頭者
名（ローマ字），筆頭者名（漢字），家家族族人人
数数（（男男性性）），家家族族人人数数（（女女性性）），譜譜代代下下男男人人
数数，譜譜代代下下女女人人数数，質質券券下下男男人人数数，質質券券下下女女
人人数数，同同家家人人人人数数（（男男性性）），同同家家人人人人数数（（女女
性性）），世世帯帯規規模模，世帯構造，家族外同居者，
同同居居世世代代数数，牛牛数数，馬馬数数，持高（石），家屋
規模（縦＊横，間），屋根材料。 

ウ）古文書画像情報テーブル：集落名（国郡村），
西西暦暦，世世帯帯番番号号，古文書画像。 

エ）史料書誌情報テーブル：集落名（国郡村），
西西暦暦，史料作成年月日（和暦），史料名，史
料作成者，史料所蔵者，史料保存機関，古文
書史料表紙画像，古文書史料奥付画像。 

本データベースのユーザ・インターフェースは，
検索条件の入力画面，検索結果のブラウジング画
面，検索結果の詳細表示画面，ダウンロード項目
の選択画面，およびダウンロードの実行画面から
構成されている。 
「宗門改帳」分析プログラムにより，62項目の
指標を利用者側コンピュータに表示できる。 
①①人人口口増増加加にに関関すするる指指標標…人口，世帯数，人口増
加率，牛馬数。 

②②出出生生・・死死亡亡にに関関すするる指指標標…出生数，普通出生率，
出生性比，総出生率，子供と女性の比率，出産
年齢，出産回数，死亡数，普通死亡率，死亡性
比，死亡年齢，自然増加率。 

③③婚婚姻姻・・人人口口移移動動にに関関すするる指指標標…婚姻者数，結婚
年齢，初婚年齢，結婚回数，流入数，流入率，
流出数，流出率，純移動率。 

④④出出生生・・死死亡亡・・婚婚姻姻・・人人口口移移動動以以外外のの異異動動にに関関すす
るる指指標標…奉公人となった人数，奉公人となった
年齢，改名した人数，改名した年齢，改名した
回数，養子となった人数，養子となった年齢，
筆頭者となった人数，筆頭者となった年齢。 

⑤⑤人人口口構構造造にに関関すするる指指標標…平均年齢，五歳階級別
人口，年齢階層別人口，5歳階級別年齢構造係
数，年齢構造係数，年齢構造指数，性比，年齢
階層別性比，配偶関係別人口，有配偶率・未婚
率，宗教・宗派別人口，宗教・宗派別人口の構
成比。 

⑥⑥世世帯帯構構造造にに関関すするる指指標標…平均世帯規模，世帯規
模別世帯数，世帯規模別世帯数の構成比，持高
別世帯数，持高別世帯数の構成比，世帯規模と
持高との相関，家族形態別世帯数，家族形態別
世帯数の構成比，同居世代数別世帯数，同居世
代数別世帯数の構成比，下男・同家人同居世帯
数，下男・同家人同居世帯の構成比，一世帯あ
たりの平均夫婦組数，牛馬所有世帯数，牛馬所
有世帯の構成比。 
「宗門改帳」分析プログラムのユーザ・インタ

ーフェースは，指標選択画面，データ検索画面，

データのダウンロード画面から構成されている。 
 

                    表表１１　　「「宗宗門門改改帳帳」」古古文文書書画画像像デデーータタベベーーススにに登登録録さされれてていいるる延延べべ人人数数とと世世帯帯数数

集集落落名名 史史料料のの年年代代 延延べべ人人数数（（人人××年年）） 延延べべ世世帯帯数数（（世世帯帯××年年）） 古古文文書書画画像像

陸奥国会津郡石伏村 1752-1812 11,593 2,321 無

陸奥国会津郡小松川村 1792-1868 7,338 1,771 有

陸奥国会津郡鴇巣村 1790-1859 18,155 4,349 無

陸奥国大沼郡桑原村 1750-1834, 1840-1858 11,486 2,518 無

武蔵国多摩郡中藤村 1843-1864 12,096 1,997 無

摂津国武庫郡上瓦林村 1750-1819 20,304 4,526 無

摂津国八部郡花熊村 1789-1869 20,822 5,313 無

合　　計 101,794 22,795

33..22  「「過過去去帳帳」」分分析析シシスステテムム  

2022 年 3 月末の時点で「過去帳」古文書画像
データベースには，27ヵ寺の 68,773人分の被葬
者に関する情報が登録されている（表 2）。「過
去帳」テーブルのデータ項目のうち，下線の項目
が画像データ，太字の項目が数値データ，それ以
外は文字データである（川口・上原・日置 2004）。 
ア）寺院「過去帳」テーブル：寺院所在地，寺院

名，寺寺院院のの位位置置（（北北緯緯）），寺寺院院のの位位置置（（東東経経）），
宗教・宗派，史料名，死死亡亡年年（（西西暦暦）），死亡
年月日（旧暦），死亡年月日（新暦），戒名，
性別，居住地，俗名，死死亡亡年年齢齢，出出生生年年（（西西
暦暦）），出生年月日（新暦），出生年月日（旧
暦），死因，死亡地，出身地，古文書画像。 

「過去帳」分析プログラムにより，以下 51 項
目の指標を利用者側コンピュータに表示できる
（川口・上原・日置 2006）。 
①①被被葬葬者者数数にに関関すするる指指標標…男女別被葬者数，男性
被葬者数，女性被葬者数，被葬者の性比，日別
男女別被葬者数，日別男女別死亡指数，日別被
葬者の性比死亡地が記録されている被葬者数，
死亡地が記録されている被葬者の構成比，出身
地が記録されている被葬者数，出身地が記録さ
れている被葬者の構成比，居住地が記録されて

いる被葬者数，居住地が記録されている被葬者
の構成比。 
②②年年齢齢別別死死亡亡構構造造にに関関すするる指指標標…戒名の位号の
出現頻度，戒名の位号の構成比，死亡年齢と戒
名の位号（全体），死亡年齢と戒名の位号（子
供），死亡年齢と戒名の位号（成人），死亡年
齢と戒名の位号（出家など），戒名の位号別被
葬者数（子供），戒名の位号別被葬者数（成人），
戒名の位号別被葬者数（出家など），年齢階層
別被葬者数，子供の被葬者数，成人の被葬者数，
年齢階層別被葬者の性比。 

③③死死亡亡のの季季節節性性にに関関すするる指指標標…月別男女別被葬
者数，月別男女別死亡指数，月別被葬者の性比，
月別年齢階層別被葬者数，月別年齢階層別死亡
指数，月別年齢階層別被葬者の性比，季節別男
女別被葬者数，季節別男女別死亡指数，季節別
被葬者の性比，季節別年齢階層別被葬者数，季
節別年齢階層別死亡指数，季節別年齢階層別被
葬者の性比。 

④④死死因因ななどどにに関関すするる指指標標……死因が記録されてい
る被葬者数，死因が記録されている被葬者数の
構成比，男女別流産・死産児数，戒名の位号別
流産・死産児数，男女別天然痘死亡数，天然痘
死亡者の死亡年齢，戒名の位号別天然痘死亡数，
出生録されている被葬者の構成比，死亡年月日

　　　　　　表表２２　　寺寺院院「「過過去去帳帳」」古古文文書書画画像像デデーータタベベーーススにに登登録録さされれてていいるる被被葬葬者者

寺寺院院のの所所在在地地 寺寺院院名名 死死亡亡年年 被被葬葬者者数数（（人人）） 古古文文書書画画像像

東京都羽村市 A寺 1736-1910 2,608 無

東京都調布市 B寺 1579-1910 1,631 無

東京都あきる野市 C寺 1278-1910 2,562 有

東京都青梅市 D寺 1786-1910 2,207 無

東京都八王子市 E寺 1494-1910 2,045 無

東京都羽村市 F寺 1646-1910 2,414 無

東京都日野市 G寺  730-1910 4,939 無

東京都羽村市 H寺 1683-1910 2,906 無

東京都昭島市 I寺 1364-1910 2,490 無

岡山県真庭郡新庄村 J寺 1653-1910 3,862 無

東京都あきる野市 K寺 1550-1804，1889-1910 2,601 無

広島県因島市 L寺 1829-1863 708 有

東京都福生市 M寺 528-1910 2,902 有

神奈川県伊勢原市 N寺 1595-1870 871 有

神奈川県中郡二宮町 O寺 1628-1873，1908 1,377 有

神奈川県中郡二宮町 P寺 1560-1912 3,779 有

神奈川県中郡二宮町 Q寺 1631-1885 2,170 有

神奈川県中郡二宮町 R寺 1292-2011 688 有

神奈川県中郡二宮町 S寺 1144-1912 2,851 有

神奈川県中郡二宮町 T寺 999-1912 666 有

神奈川県中郡二宮町 U寺 1635-1912 1,669 有

神奈川県中郡大磯町 V寺 528-1922 4,126 有

神奈川県中郡大磯町 W寺 1689-1898 1,768 有

福島県南会津郡南会津町 X寺 1604-1933 3,658 有

福島県南会津郡南会津町 Y寺 1707-1918 3,308 有

福島県南会津郡南会津町 Z寺 1661-1910 3,186 有

福島県南会津郡只見町 AA寺 1614-1849 4,781 有

合　　計 68,773
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が記録されている被葬者数，死亡年月日が記録
されている被葬者の構成比，死亡年齢が記録さ
れている被葬者数，死亡年齢が記録されている
被葬者の構成比。 
  

33..33  「「幕幕末末維維新新期期人人口口史史料料」」分分析析シシスステテムム  

2022年 3月末の時点で「幕末維新期人口史料」
データベースには，図 1に示した 90カ村におけ
る 23，984人分の個人情報，3,708世帯分の世帯
情報が登録されている。本データベースを構成す
る以下の 3テーブルのうち，太字のデータ項目が
数値データ，それ以外は文字データである（川口・
上原・日置 2008）。 
ア）個人情報テーブル：集落名（国郡村），緯緯度度，，

経経度度，，西西暦暦，，世帯番号，個人番号，名前（ロ
ーマ字），名前（漢字），性別，年年齢齢，，生年
月日（和暦），生年月日（西暦），筆頭者と
の続き柄，配偶関係，宗教・宗派，旦那寺，  
旦那寺の所在地，異動事項，異動の発生した
年月日（和暦），異動の発生した年月日（西
暦），異動内容。 

イ）世帯情報テーブル：集落名（国郡村），緯緯度度，，
経経度度，，西西暦暦，世帯番号，筆頭者名（ローマ字），
筆頭者名（漢字），家家族族人人数数（（男男性性）），，家家族族
人人数数（（女女性性）），，下下男男人人数数，，下下女女人人数数，，同同家家人人
人人数数（（男男性性）），，同同家家人人人人数数（（女女性性）），，世世帯帯規規
模模，，世帯構造，家族外同居者，同同居居世世代代数数，，
牛牛数数，，馬馬数数，，田の面積，田田のの石石高高，，畑の面積，
畑畑のの石石高高，，屋敷地の面積，屋屋敷敷地地のの石石高高，，山
林の面積，山山林林のの石石高高，，持持高高，，農間余業，氏
神。 

ウ）史料書誌情報テーブル：集落名（国郡村），
西西暦暦，史料作成年月日（西暦），史料作成年
月日（和暦），史料名，史料作成者，史料所
有者。 

「幕末維新期人口史料」分析プログラムを用い
て，52 項目の指標を利用者側コンピュータに表
示できる（川口・上原・日置 2009）。 
①①村村のの人人口口構構造造にに関関すするる指指標標……総人口，性別人口
と性比，牛馬数，5歳階級別人口，5歳階級別
年齢構造係数，年齢階層別人口，年齢階層別・
性別人口，年齢階層別性比，年齢構造係数，配
偶関係別人口，配偶関係別人口の構成比，宗教・
宗派別人口，宗教・宗派別人口の構成比。 

②②郡郡のの人人口口構構造造にに関関すするる指指標標……総人口，性別人口
と性比，牛馬数，五歳階級別人口，5歳階級別
年齢構造係数，年齢階層別人口，年齢階層別・
性別人口，年齢階層別性比，年齢構造係数，配
偶関係別人口，配偶関係別人口の構成比，宗教・
宗派別人口，宗教・宗派別人口の構成比。 

③③村村のの世世帯帯構構造造にに関関すするる指指標標……世帯数と平均世
帯規模，世帯規模別世帯数，世帯規模別世帯数
の構成比，同居世代数別世帯数，同居世代別世
帯数の構成比，世帯構造別世帯数，世帯構造別 

  

図図１１  「「幕幕末末維維新新期期人人口口史史料料」」デデーータタベベーーススにに登登
録録さされれてていいるる史史料料のの保保存存さされれてていいるる村村  

  
世帯数の構成比，牛馬所有世帯数，牛馬所有世
帯数の構成比，下男下女のいる世帯数，下男下
女のいる世帯数の構成比，同家人のいる世帯数， 
同家人のいる世帯数の構成比。 

④④郡郡のの世世帯帯構構造造にに関関すするる指指標標……世帯数と平均世
帯規模，世帯規模別世帯数，世帯規模別世帯数
の構成比，同居世代数別世帯数，同居世代別世
帯数の構成比，世帯構造別世帯数，世帯構造別
世帯数の構成比，牛馬所有世帯数，牛馬所有世
帯数の構成比，下男下女のいる世帯数，下男下
女のいる世帯数の構成比，同家人のいる世帯数，
同家人のいる世帯数の構成比。          
 
33..44  「「種種痘痘人人取取調調書書上上帳帳」」分分析析シシスステテムム 

2022 年 3 月末の時点で「種痘人取調書上帳」
古文書画像データベースには，表 3 に示した 22
カ村における 4,656 人分の情報が登録されてい
る。本データベースを構成する以下の 3テーブル
のうち，アンダーラインを引いたデータ項目が画

像データ，太字のデータ項目が数値データ，それ

以外のデータ項目は文字データである。 
ア）種痘履歴・天然痘病歴情報テーブル：国郡名，

集落名，屋敷地，史料記録年月日（西暦），
世世帯帯番番号号，個個人人番番号号，戸主氏名，戸主との続
き柄，子供の名前，性別，生年月日（和暦），  

生年月日（西暦），満年齢（漢字），満満年年齢齢

（（数数字字）），初種年月日（和暦），初種・再種

に関する注記，初種年月日（西暦），初初種種接接

種種時時のの満満年年齢齢，初種種痘医，初種種痘医居村，

再種年月日（和暦），再種年月日（西暦），

再再種種接接種種時時のの満満年年齢齢，再種種痘医，再種種痘

医居村，三種年月日（和暦），三種年月日（西

暦），三三種種接接種種時時のの満満年年齢齢，三種種痘医，三

種種痘医居村，天然痘発症年月日（和暦），

天然痘発症年月日（西暦），天天然然痘痘発発症症時時のの

満満年年齢齢，在村・不在，古文書画像。 
イ）集落位置情報テーブル：国郡名，集落名，集集

落落のの位位置置（（北北緯緯）），集集落落のの位位置置（（東東経経））。 
ウ）史料書誌情報テーブル：国郡名，集落名，史史

料料作作成成年年（（西西暦暦）），史料作成年月日（和暦），

史料作成年月日（西暦），史料名，史料作成

者名，史料所蔵者，史料保存機関，古文書史

料表紙，古文書史料奥付。 
「種痘人取調書上帳」分析プログラムを用いて，

41 項目の人口学的指標を算出して，システム利
用者側コンピュータ画面にグラフ表示できる。 
①①村村ごごととのの種種痘痘接接種種者者にに関関すするる指指標標…初種接種
者数（性別），初種接種者数（村別），初種接
種者数（種痘医別），初種接種者数（年齢階層

別），再種接種者数（性別），再種接種者数（村
別），再種接種者数（種痘医別），再種接種者
数（年齢階層別），三種接種者数（性別），三
種接種者数（村別），三種接種者数（種痘医別），
三種接種者数，初種・再種・三種別種痘接種者
数。 
②②種種痘痘医医ごごととのの種種痘痘接接種種者者数数にに関関すするる指指標標…種
痘接種者数（性別），種痘接種者数（村別），
種痘接種者数（年齢階層別），種痘接種者数（初
種・再種・三種別），初種接種者数（性別），
初種接種者数（村別），初種接種者数（年齢階
層別），再種接種者数（性別），再種接種者数
（村別），再種接種者数（年齢階層別）。 

③③天天然然痘痘患患者者にに関関すするる指指標標…天然痘患者数（性
別），天然痘患者数（村別），天然痘患者数（年
齢階層別），天然痘生残率（推計値，村別），
天然痘罹患率（推計値，村別），天然痘死亡率
（推計値，村別），種痘接種後に天然痘を発症
した人数（性別），種痘接種後に天然痘を発症
した人数（村別），天然痘発症年齢。 

④④年年齢齢構構成成にに関関すするる指指標標…天然痘済・種痘済・未
種痘の構成比，初種と再種の接種間隔（村別），
初種と再種の接種間隔（性別），再種と三種の 
接種間隔（村別），再種と三種の接種間隔（性
別），天然痘済・種痘済・未種痘の年齢構成，
初種接種年齢，再種接種年齢，三種接種年齢。 

                    　　　　　　　　       表表３３　　「「種種痘痘人人取取調調書書上上帳帳」」古古文文書書画画像像デデーータタベベーーススのの登登録録者者数数

国国郡郡村村名名 表表題題 史史料料作作成成年年月月 登登録録者者数数（（人人）） 古古文文書書画画像像

相模国足柄上郡中山村 記 明治8年4月 42 有

相模国足柄上郡宇津茂村 記 明治8年4月 55 有
相模国足柄上郡三廻部村 種痘取調書上帳 明治8年5月 144 有
相模国足柄上郡柳川村 種痘人取調書上 明治8年5月 153 有
相模国足柄上郡篠窪村 種痘人當四月廿五年以下取調書上下書 明治8年5月 144 有
相模国足柄上郡萱沼村 記 明治8年4月 107 有
相模国足柄上郡谷カ村 廿五年以下天然痘相済候者取調ニ付書上 明治8年4月 47 有
相模国足柄上郡谷カ村 初度種痘人取調書上 明治8年4月 25 有
相模国足柄上郡谷カ村 再度三種種痘人取調書上 明治8年4月 77 有
相模国足柄上郡関本村 種痘相済候者取調書上 明治8年3月 103 有
相模国足柄上郡関本村 天然痘種痘未済者書上 明治8年4月 134 有
相模国足柄上郡千津島村 種痘人取調書上帳 明治8年3月 110 有
相模国足柄下郡永塚村 種痘天然痘取調書上帳 明治8年4月 99 有
相模国足柄下郡前川村 種痘戸籍簿 明治11年1月 626 有
相模国足柄下郡前川村 種痘人員簿　第壱号 明治20年1月 581 有
相模国足柄下郡前川村 種痘人員簿　第弐号 明治20年1月 606 有
相模国足柄下郡羽根尾村 種痘戸籍簿 明治20年1月 217 有
相模国淘綾郡中里村 天然痘種痘取調帳 明治8年4月 268 有
相模国大住郡落幡村 天然痘及病気又者種痘取調（断簡） 明治8年4月 19 有
相模国津久井郡下長竹村 種痘取調帳 明治8年4月 124 有
相模国津久井郡長竹村 長竹村種痘人員元簿　 明治22年10月 477 有
伊豆国君沢郡立保村 足柄縣管下伊豆国君澤郡立保村種痘表 明治8年9月 66 有
伊豆国君沢郡小坂村 種痘取調簿　小坂村 明治10年1月 267 有

岩代国大沼郡宮下村
種痘施術取調書　第二大区十小区　宮下村，間
方村控

明治8年3月 65 有

岩代国大沼郡桑原村
種痘施術取調書　第二大区十小区　桑原村，浅
岐村控

明治8年3月 34 有

岩代国大沼郡間方村
種痘施術取調書　第二大区十小区　宮下村，間
方村控

明治8年3月 34 有

岩代国大沼郡浅岐村
種痘施術取調書　第二大区十小区　桑原村，浅
岐村控

明治8年3月 32 有

合計 4,656
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が記録されている被葬者数，死亡年月日が記録
されている被葬者の構成比，死亡年齢が記録さ
れている被葬者数，死亡年齢が記録されている
被葬者の構成比。 
  

33..33  「「幕幕末末維維新新期期人人口口史史料料」」分分析析シシスステテムム  

2022年 3月末の時点で「幕末維新期人口史料」
データベースには，図 1に示した 90カ村におけ
る 23，984人分の個人情報，3,708世帯分の世帯
情報が登録されている。本データベースを構成す
る以下の 3テーブルのうち，太字のデータ項目が
数値データ，それ以外は文字データである（川口・
上原・日置 2008）。 
ア）個人情報テーブル：集落名（国郡村），緯緯度度，，

経経度度，，西西暦暦，，世帯番号，個人番号，名前（ロ
ーマ字），名前（漢字），性別，年年齢齢，，生年
月日（和暦），生年月日（西暦），筆頭者と
の続き柄，配偶関係，宗教・宗派，旦那寺，  
旦那寺の所在地，異動事項，異動の発生した
年月日（和暦），異動の発生した年月日（西
暦），異動内容。 

イ）世帯情報テーブル：集落名（国郡村），緯緯度度，，
経経度度，，西西暦暦，世帯番号，筆頭者名（ローマ字），
筆頭者名（漢字），家家族族人人数数（（男男性性）），，家家族族
人人数数（（女女性性）），，下下男男人人数数，，下下女女人人数数，，同同家家人人
人人数数（（男男性性）），，同同家家人人人人数数（（女女性性）），，世世帯帯規規
模模，，世帯構造，家族外同居者，同同居居世世代代数数，，
牛牛数数，，馬馬数数，，田の面積，田田のの石石高高，，畑の面積，
畑畑のの石石高高，，屋敷地の面積，屋屋敷敷地地のの石石高高，，山
林の面積，山山林林のの石石高高，，持持高高，，農間余業，氏
神。 

ウ）史料書誌情報テーブル：集落名（国郡村），
西西暦暦，史料作成年月日（西暦），史料作成年
月日（和暦），史料名，史料作成者，史料所
有者。 

「幕末維新期人口史料」分析プログラムを用い
て，52 項目の指標を利用者側コンピュータに表
示できる（川口・上原・日置 2009）。 
①①村村のの人人口口構構造造にに関関すするる指指標標……総人口，性別人口
と性比，牛馬数，5歳階級別人口，5歳階級別
年齢構造係数，年齢階層別人口，年齢階層別・
性別人口，年齢階層別性比，年齢構造係数，配
偶関係別人口，配偶関係別人口の構成比，宗教・
宗派別人口，宗教・宗派別人口の構成比。 

②②郡郡のの人人口口構構造造にに関関すするる指指標標……総人口，性別人口
と性比，牛馬数，五歳階級別人口，5歳階級別
年齢構造係数，年齢階層別人口，年齢階層別・
性別人口，年齢階層別性比，年齢構造係数，配
偶関係別人口，配偶関係別人口の構成比，宗教・
宗派別人口，宗教・宗派別人口の構成比。 

③③村村のの世世帯帯構構造造にに関関すするる指指標標……世帯数と平均世
帯規模，世帯規模別世帯数，世帯規模別世帯数
の構成比，同居世代数別世帯数，同居世代別世
帯数の構成比，世帯構造別世帯数，世帯構造別 

  

図図１１  「「幕幕末末維維新新期期人人口口史史料料」」デデーータタベベーーススにに登登
録録さされれてていいるる史史料料のの保保存存さされれてていいるる村村  

  
世帯数の構成比，牛馬所有世帯数，牛馬所有世
帯数の構成比，下男下女のいる世帯数，下男下
女のいる世帯数の構成比，同家人のいる世帯数， 
同家人のいる世帯数の構成比。 

④④郡郡のの世世帯帯構構造造にに関関すするる指指標標……世帯数と平均世
帯規模，世帯規模別世帯数，世帯規模別世帯数
の構成比，同居世代数別世帯数，同居世代別世
帯数の構成比，世帯構造別世帯数，世帯構造別
世帯数の構成比，牛馬所有世帯数，牛馬所有世
帯数の構成比，下男下女のいる世帯数，下男下
女のいる世帯数の構成比，同家人のいる世帯数，
同家人のいる世帯数の構成比。          
 
33..44  「「種種痘痘人人取取調調書書上上帳帳」」分分析析シシスステテムム 

2022 年 3 月末の時点で「種痘人取調書上帳」
古文書画像データベースには，表 3 に示した 22
カ村における 4,656 人分の情報が登録されてい
る。本データベースを構成する以下の 3テーブル
のうち，アンダーラインを引いたデータ項目が画

像データ，太字のデータ項目が数値データ，それ

以外のデータ項目は文字データである。 
ア）種痘履歴・天然痘病歴情報テーブル：国郡名，

集落名，屋敷地，史料記録年月日（西暦），
世世帯帯番番号号，個個人人番番号号，戸主氏名，戸主との続
き柄，子供の名前，性別，生年月日（和暦），  

生年月日（西暦），満年齢（漢字），満満年年齢齢

（（数数字字）），初種年月日（和暦），初種・再種

に関する注記，初種年月日（西暦），初初種種接接

種種時時のの満満年年齢齢，初種種痘医，初種種痘医居村，

再種年月日（和暦），再種年月日（西暦），

再再種種接接種種時時のの満満年年齢齢，再種種痘医，再種種痘

医居村，三種年月日（和暦），三種年月日（西

暦），三三種種接接種種時時のの満満年年齢齢，三種種痘医，三

種種痘医居村，天然痘発症年月日（和暦），

天然痘発症年月日（西暦），天天然然痘痘発発症症時時のの

満満年年齢齢，在村・不在，古文書画像。 
イ）集落位置情報テーブル：国郡名，集落名，集集

落落のの位位置置（（北北緯緯）），集集落落のの位位置置（（東東経経））。 
ウ）史料書誌情報テーブル：国郡名，集落名，史史

料料作作成成年年（（西西暦暦）），史料作成年月日（和暦），

史料作成年月日（西暦），史料名，史料作成

者名，史料所蔵者，史料保存機関，古文書史

料表紙，古文書史料奥付。 
「種痘人取調書上帳」分析プログラムを用いて，

41 項目の人口学的指標を算出して，システム利
用者側コンピュータ画面にグラフ表示できる。 
①①村村ごごととのの種種痘痘接接種種者者にに関関すするる指指標標…初種接種
者数（性別），初種接種者数（村別），初種接
種者数（種痘医別），初種接種者数（年齢階層

別），再種接種者数（性別），再種接種者数（村
別），再種接種者数（種痘医別），再種接種者
数（年齢階層別），三種接種者数（性別），三
種接種者数（村別），三種接種者数（種痘医別），
三種接種者数，初種・再種・三種別種痘接種者
数。 
②②種種痘痘医医ごごととのの種種痘痘接接種種者者数数にに関関すするる指指標標…種
痘接種者数（性別），種痘接種者数（村別），
種痘接種者数（年齢階層別），種痘接種者数（初
種・再種・三種別），初種接種者数（性別），
初種接種者数（村別），初種接種者数（年齢階
層別），再種接種者数（性別），再種接種者数
（村別），再種接種者数（年齢階層別）。 

③③天天然然痘痘患患者者にに関関すするる指指標標…天然痘患者数（性
別），天然痘患者数（村別），天然痘患者数（年
齢階層別），天然痘生残率（推計値，村別），
天然痘罹患率（推計値，村別），天然痘死亡率
（推計値，村別），種痘接種後に天然痘を発症
した人数（性別），種痘接種後に天然痘を発症
した人数（村別），天然痘発症年齢。 

④④年年齢齢構構成成にに関関すするる指指標標…天然痘済・種痘済・未
種痘の構成比，初種と再種の接種間隔（村別），
初種と再種の接種間隔（性別），再種と三種の 
接種間隔（村別），再種と三種の接種間隔（性
別），天然痘済・種痘済・未種痘の年齢構成，
初種接種年齢，再種接種年齢，三種接種年齢。 

                    　　　　　　　　       表表３３　　「「種種痘痘人人取取調調書書上上帳帳」」古古文文書書画画像像デデーータタベベーーススのの登登録録者者数数

国国郡郡村村名名 表表題題 史史料料作作成成年年月月 登登録録者者数数（（人人）） 古古文文書書画画像像

相模国足柄上郡中山村 記 明治8年4月 42 有

相模国足柄上郡宇津茂村 記 明治8年4月 55 有
相模国足柄上郡三廻部村 種痘取調書上帳 明治8年5月 144 有
相模国足柄上郡柳川村 種痘人取調書上 明治8年5月 153 有
相模国足柄上郡篠窪村 種痘人當四月廿五年以下取調書上下書 明治8年5月 144 有
相模国足柄上郡萱沼村 記 明治8年4月 107 有
相模国足柄上郡谷カ村 廿五年以下天然痘相済候者取調ニ付書上 明治8年4月 47 有
相模国足柄上郡谷カ村 初度種痘人取調書上 明治8年4月 25 有
相模国足柄上郡谷カ村 再度三種種痘人取調書上 明治8年4月 77 有
相模国足柄上郡関本村 種痘相済候者取調書上 明治8年3月 103 有
相模国足柄上郡関本村 天然痘種痘未済者書上 明治8年4月 134 有
相模国足柄上郡千津島村 種痘人取調書上帳 明治8年3月 110 有
相模国足柄下郡永塚村 種痘天然痘取調書上帳 明治8年4月 99 有
相模国足柄下郡前川村 種痘戸籍簿 明治11年1月 626 有
相模国足柄下郡前川村 種痘人員簿　第壱号 明治20年1月 581 有
相模国足柄下郡前川村 種痘人員簿　第弐号 明治20年1月 606 有
相模国足柄下郡羽根尾村 種痘戸籍簿 明治20年1月 217 有
相模国淘綾郡中里村 天然痘種痘取調帳 明治8年4月 268 有
相模国大住郡落幡村 天然痘及病気又者種痘取調（断簡） 明治8年4月 19 有
相模国津久井郡下長竹村 種痘取調帳 明治8年4月 124 有
相模国津久井郡長竹村 長竹村種痘人員元簿　 明治22年10月 477 有
伊豆国君沢郡立保村 足柄縣管下伊豆国君澤郡立保村種痘表 明治8年9月 66 有
伊豆国君沢郡小坂村 種痘取調簿　小坂村 明治10年1月 267 有

岩代国大沼郡宮下村
種痘施術取調書　第二大区十小区　宮下村，間
方村控

明治8年3月 65 有

岩代国大沼郡桑原村
種痘施術取調書　第二大区十小区　桑原村，浅
岐村控

明治8年3月 34 有

岩代国大沼郡間方村
種痘施術取調書　第二大区十小区　宮下村，間
方村控

明治8年3月 34 有

岩代国大沼郡浅岐村
種痘施術取調書　第二大区十小区　桑原村，浅
岐村控

明治8年3月 32 有

合計 4,656

51



「種痘人取調書上帳」分析プログラムは，①指

標選択画面，②検索条件入力画面，③グラフの表

示・データの download画面から構成される。③
の「指標名グラフを画面表示」ボタンをクリック

すると，利用者が選択した指標が別ウィンドウに

グラフ表示される。利用者は指標データを CSV
ファイルでダウンロードできる（川口 2014）。 
「種痘人取調書上帳」時空間分析プログラムを

用いて，20 指標の分布図を利用者側コンピュー
タ画面に時系列アニメーション表示できる。分布

図は，MySQL と PHP を用いて，「種痘人取調
書上帳」古文書画像データベースから指標を算出

したのちに，グラフ描画 API である Google 
Chart Toolsを用いてグラフ画像を生成して，こ
れを Google Mapsに貼り付けて生成した（川口・
加藤 2015）。 
AA））村村ごごととのの種種痘痘接接種種者者にに関関すするる指指標標…種痘接種

者数（初種・再種・三種別），初種接種者数
（性別），初種接種者数（種痘医別），初種
接種者数（年齢階層別），再種接種者数（性
別），再種接種者数（種痘医別），再種接種
者数（年齢階層別），三種接種者数（性別），
三種接種者数（種痘医別），三種接種者数（年
齢階層別）。 

BB））種種痘痘医医ごごととのの種種痘痘接接種種者者数数にに関関すするる指指標標…種
痘医別種痘接種者数（初種・再種・三種別），
種痘医別種痘接種者数（性別），種痘医別種
痘接種者数（年齢階層別），種痘医別初種接
種者数（性別），種痘医別初種接種者数（年
齢階層別），種痘医別再種接種者数（性別），
種痘医別再種接種者数（年齢階層別）。 

CC））天天然然痘痘患患者者にに関関すするる指指標標…天然痘患者数（性
別），天然痘患者数（年齢階層別）。 

DD））年年齢齢構構成成にに関関すするる指指標標…天然痘済・種痘済・

未種痘の構成比。 
「種痘人取調書上帳」時空間分析プログラムは，

①指標選択画面，②検索条件入力画面，③主題図

の表示画面，④主題図画面から構成されている。

利用者が選択した指標を任意の期間ごとに

Google Mapsに時系列アニメーション表示する。 
 
33..55  DDAANNJJUURROOのの運運用用・・共共同同研研究究 
システム管理者である帝塚山大学・江戸時代に
おける人口分析システム構築委員会は，「宗門改
帳」分析システムと「宗門改帳」から採字した古
文書文字認識の実験用 2 値画像を公開している。
すなわち，同委員会が DANJUROに登録されて
いる「宗門改帳」の所有者と保存機関に利用申請
書を送り，両者から利用承諾書を受け取った史料
に限り，研究者間で共同利用している。 
「宗門改帳」のなかには，貸借関係や身体的特
徴などが記録されている史料もみられる。そのた
め，利用目的が特定できない一般利用者に公開す
ることはできない。江戸時代における人口分析シ

ステム構築委員会は，利用規程を定め，規程の遵
守を誓約した研究者に限って DANJUROの一部
利用を認めている。ユーザ管理を行い，ユーザ名
とパスワードを認証画面に入力した者だけが本
システムを利用できる。ユーザ名とパスワードは，
利用希望者からシステム管理者に利用申請書が
提出された場合，審査を経て交付される。 

DANJUROの利用件数は，2000年 3月に試験
運用を始めてから 2022 年 3 月末までに 34,300
件を超え，国外研究者を含む 42名が利用登録を
している。本システムを活用して大著”MABIKI”
を著わした Yale大学の Fabian Drixler氏も，利
用者の 1人である（Drixler 2013）。 
椙山女学園大学の杉藤重信研究室との共同研
究では，「宗門改帳」古文書画像データベースの
登録データを親族関係分析システム Alliance に
変換するプログラムが開発された（杉藤・川口 
2005）。Allianceは，父系または母系の家系図を
表示するとともに，2者の血縁関係を追跡するト
レースルート機能などを備えているスタンドア
ローン版システムである。 
大阪電気通信大学の加藤常員研究室との共同
研究では，「宗門改帳」古文書画像データベース
から抽出した人口移動を標高彩色地図にアニメ
ーション表示して，研究対象村落を中心に任意の
同心円を描き，各円環領域に含まれる移動件数を
集計する機能などを備えたスタンドアローン版
の歴史 GISを開発した（加藤 川口 2012）。さ
らに，「種痘人取調書上帳」古文書画像データベ
ースの登録データにもとづいて，種痘医の種痘接
種行動をシミュレーションする歴史 GIS の開発
を進めている（加藤・川口 2019）。 

 

４４．．技技術術的的課課題題  
44..11  天天気気・・稲稲のの作作況況・・穀穀物物価価格格をを分分析析すするる情情

報報シシスステテムムのの構構築築 

冷害などに伴う凶作と人口変動との関係を解

明するために，天気を記録した日記，稲の作況史

料，穀物価格の記録を蓄積・分析・発信する情報

システムの構築を急ぎたい。関東地方以北では，

18 世紀初頭から約 1 世紀に亘る人口減少が続い
た。その主要因は，宝暦，天明，天保期に発生し

た冷害に伴う凶作と考えられてきた。人口・家族

研究事例の蓄積にともない，東北地方では，死亡

危機が頻繁に発生していたことが確認されてい

る。しかし，史料的制約に阻まれて，寺院「過去

帳」や「宗門改帳」が保存されている集落で，天

気・作況・穀物価格と人口変動との関係を分析し

た事例研究は稀である（川口 2021）。貴重な史
料を分析するシステムを構築して，「過去帳」分

析システムと組み合わせ，凶作と連動する死亡危

機と凶作と連動しない死亡危機を弁別して，江戸

時代後半の人口減少要因に迫りたい。 

44..22  古古文文書書史史料料ののデデーータタ表表現現とと入入力力のの効効率率化化 
リレーショナル・モデルにもとづく DBMSは，
表の形式でデータを蓄積する。そのため，多様な
様式を持つ古文書史料をどのようにデータ表現
して，研究過程の再現性を担保しつつ，研究過程
の短縮を図るかが，データベース構築の最重要課
題である。 
国立歴史民俗博物館，東京大学地震研究所，京
都大学古地震研究会が開発した「みんなで翻刻」
は，膨大な古地震の記録を短時間のうちに，クラ
ウド・ソーシングによって，翻刻した好例である
（https://honkoku.org/ 2022-03-30検索）。ま
た，人文学オープンデータ共同利用センター
（CODH）は，AI技術を応用した「くずし字 OCR
サービス」を提供している（http://codh.rois.ac.jp/ 
char-shape/OCR/ 2022-03-30検索）。18・19世
紀を対象とする人口・家族研究のための古文書史
料は，膨大な量にのぼるため，最先端の情報技術
を視野に入れた史料入力の効率化が求められる。 

 
44..33  デデーータタベベーースス間間のの横横断断検検索索 

研究者や機関が，個別に構築している古文書史
料データベースを繋ぎ，横断検索できる研究環境
を構築することが望まれる。古文書史料は散逸を
避けるために現地保存が原則である。史料の保存
状況が良好な集落は相当数にのぼるため，全国的
な史料収集とデータベース構築を個人の研究者
が行うことは不可能である。インターネットから
公開されている各地の研究者や研究機関が構築
した「宗門改帳」，寺院「過去帳」，「戸籍」な
どの古文書史料データベースを繋ぐ横断検索シ
ステムの開発が求められる。 
 

おおわわりりにに  
江戸時代と現在との間に架橋して，人口・家族

の変容過程を検討する場合，人口再生産構造の時

系列的変化と地域差の解明が当面の課題となる。

具体的には，持続的人口増加の開始時期，人口再

生産構造を規定する初婚年齢，出産力，結婚持続

期間，平均余命などの地域差とその要因，婚姻や

労働を契機とする人口移動，感染症による死亡構

造，および家族・世帯の変容過程の解明が求めら

れる。そのためには，各地に保存されている古文

書史料を組織的に収集，蓄積，分析，発信する必

要がある。古文書画像データベース・歴史GISは，
このような課題を解決するために構築された。 
「江戸時代における人口分析システム（DAN 

JURO）」は，「宗門改帳」，寺院「過去帳」，明治
初期に作成された「戸籍」，「種痘人取調書上帳」

などの記録内容と分析方法を研究者間で共有す

るためにインターネット上で運用されている日

本唯一のデータベース・歴史 GISである。古文書
史料を蓄積・分析・発信する情報技術は，開発途

上の分野である。コンピュータの性能向上と情報

技術の急展開にともなう試行錯誤が続いている

ため，4節で指摘した技術的課題に加えて，広範
な視点から検討を要する課題も少なくない。 
第一は，データベースを含む情報システムの継

承である。大学などの研究機関に在籍する研究者

が構築したデータベースは，メインテナンス費用

が必要であるため，構築責任者の退職・離職に伴

って，維持管理できなくなる場合が多い。長年に

亘る研究成果の結晶であるデータベースを継承

する方法を検討することは，貴重な史料の保存を

図るためにも，喫緊の課題である， 
第二は，人権擁護や個人情報保護に抵触しない

史料利用のガイドライン策定である。寺院「過去

帳」や「戸籍」などの古文書画像データベースは，

人権擁護や個人情報保護の観点から公開できな

い。研究過程の再現性が低下するため，次善の選

択となるが，データベースから算出した個人を特

定できない死亡数などの指標を示すグラフだけ

でも公開できれば，貴重な史料の利活用を促進す

ることができる。関連法規に抵触しない史料利用

のガイドラインを策定することが求められる。 

第三は， データベースの評価方法である。デー

タベースは，論文や著書と等しく，著作権法で著

作物として認められている。しかし，研究業績と

して評価する方法が確立されていない。18・19世
紀を対象とする人口・家族研究にとって，古文書

史料データベースは，研究基盤として不可欠であ

る。古文書史料データベースを構築するには，膨

大な研究時間と研究費，情報学と古文書史料に関

する専門知識を必要とする。学会誌における論文

の査読制度と同様に，研究業績として評価する基

準を設け，データベースの質の向上と構築促進を

図ることが重要である。 
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「種痘人取調書上帳」分析プログラムは，①指

標選択画面，②検索条件入力画面，③グラフの表

示・データの download画面から構成される。③
の「指標名グラフを画面表示」ボタンをクリック

すると，利用者が選択した指標が別ウィンドウに

グラフ表示される。利用者は指標データを CSV
ファイルでダウンロードできる（川口 2014）。 
「種痘人取調書上帳」時空間分析プログラムを

用いて，20 指標の分布図を利用者側コンピュー
タ画面に時系列アニメーション表示できる。分布

図は，MySQL と PHP を用いて，「種痘人取調
書上帳」古文書画像データベースから指標を算出

したのちに，グラフ描画 API である Google 
Chart Toolsを用いてグラフ画像を生成して，こ
れを Google Mapsに貼り付けて生成した（川口・
加藤 2015）。 
AA））村村ごごととのの種種痘痘接接種種者者にに関関すするる指指標標…種痘接種

者数（初種・再種・三種別），初種接種者数
（性別），初種接種者数（種痘医別），初種
接種者数（年齢階層別），再種接種者数（性
別），再種接種者数（種痘医別），再種接種
者数（年齢階層別），三種接種者数（性別），
三種接種者数（種痘医別），三種接種者数（年
齢階層別）。 

BB））種種痘痘医医ごごととのの種種痘痘接接種種者者数数にに関関すするる指指標標…種
痘医別種痘接種者数（初種・再種・三種別），
種痘医別種痘接種者数（性別），種痘医別種
痘接種者数（年齢階層別），種痘医別初種接
種者数（性別），種痘医別初種接種者数（年
齢階層別），種痘医別再種接種者数（性別），
種痘医別再種接種者数（年齢階層別）。 

CC））天天然然痘痘患患者者にに関関すするる指指標標…天然痘患者数（性
別），天然痘患者数（年齢階層別）。 

DD））年年齢齢構構成成にに関関すするる指指標標…天然痘済・種痘済・

未種痘の構成比。 
「種痘人取調書上帳」時空間分析プログラムは，

①指標選択画面，②検索条件入力画面，③主題図

の表示画面，④主題図画面から構成されている。

利用者が選択した指標を任意の期間ごとに

Google Mapsに時系列アニメーション表示する。 
 
33..55  DDAANNJJUURROOのの運運用用・・共共同同研研究究 
システム管理者である帝塚山大学・江戸時代に
おける人口分析システム構築委員会は，「宗門改
帳」分析システムと「宗門改帳」から採字した古
文書文字認識の実験用 2 値画像を公開している。
すなわち，同委員会が DANJUROに登録されて
いる「宗門改帳」の所有者と保存機関に利用申請
書を送り，両者から利用承諾書を受け取った史料
に限り，研究者間で共同利用している。 
「宗門改帳」のなかには，貸借関係や身体的特
徴などが記録されている史料もみられる。そのた
め，利用目的が特定できない一般利用者に公開す
ることはできない。江戸時代における人口分析シ

ステム構築委員会は，利用規程を定め，規程の遵
守を誓約した研究者に限って DANJUROの一部
利用を認めている。ユーザ管理を行い，ユーザ名
とパスワードを認証画面に入力した者だけが本
システムを利用できる。ユーザ名とパスワードは，
利用希望者からシステム管理者に利用申請書が
提出された場合，審査を経て交付される。 

DANJUROの利用件数は，2000年 3月に試験
運用を始めてから 2022 年 3 月末までに 34,300
件を超え，国外研究者を含む 42名が利用登録を
している。本システムを活用して大著”MABIKI”
を著わした Yale大学の Fabian Drixler氏も，利
用者の 1人である（Drixler 2013）。 
椙山女学園大学の杉藤重信研究室との共同研
究では，「宗門改帳」古文書画像データベースの
登録データを親族関係分析システム Alliance に
変換するプログラムが開発された（杉藤・川口 
2005）。Allianceは，父系または母系の家系図を
表示するとともに，2者の血縁関係を追跡するト
レースルート機能などを備えているスタンドア
ローン版システムである。 
大阪電気通信大学の加藤常員研究室との共同
研究では，「宗門改帳」古文書画像データベース
から抽出した人口移動を標高彩色地図にアニメ
ーション表示して，研究対象村落を中心に任意の
同心円を描き，各円環領域に含まれる移動件数を
集計する機能などを備えたスタンドアローン版
の歴史 GISを開発した（加藤 川口 2012）。さ
らに，「種痘人取調書上帳」古文書画像データベ
ースの登録データにもとづいて，種痘医の種痘接
種行動をシミュレーションする歴史 GIS の開発
を進めている（加藤・川口 2019）。 

 

４４．．技技術術的的課課題題  
44..11  天天気気・・稲稲のの作作況況・・穀穀物物価価格格をを分分析析すするる情情

報報シシスステテムムのの構構築築 

冷害などに伴う凶作と人口変動との関係を解

明するために，天気を記録した日記，稲の作況史

料，穀物価格の記録を蓄積・分析・発信する情報

システムの構築を急ぎたい。関東地方以北では，

18 世紀初頭から約 1 世紀に亘る人口減少が続い
た。その主要因は，宝暦，天明，天保期に発生し

た冷害に伴う凶作と考えられてきた。人口・家族

研究事例の蓄積にともない，東北地方では，死亡

危機が頻繁に発生していたことが確認されてい

る。しかし，史料的制約に阻まれて，寺院「過去

帳」や「宗門改帳」が保存されている集落で，天

気・作況・穀物価格と人口変動との関係を分析し

た事例研究は稀である（川口 2021）。貴重な史
料を分析するシステムを構築して，「過去帳」分

析システムと組み合わせ，凶作と連動する死亡危

機と凶作と連動しない死亡危機を弁別して，江戸

時代後半の人口減少要因に迫りたい。 

44..22  古古文文書書史史料料ののデデーータタ表表現現とと入入力力のの効効率率化化 
リレーショナル・モデルにもとづく DBMSは，
表の形式でデータを蓄積する。そのため，多様な
様式を持つ古文書史料をどのようにデータ表現
して，研究過程の再現性を担保しつつ，研究過程
の短縮を図るかが，データベース構築の最重要課
題である。 
国立歴史民俗博物館，東京大学地震研究所，京
都大学古地震研究会が開発した「みんなで翻刻」
は，膨大な古地震の記録を短時間のうちに，クラ
ウド・ソーシングによって，翻刻した好例である
（https://honkoku.org/ 2022-03-30検索）。ま
た，人文学オープンデータ共同利用センター
（CODH）は，AI技術を応用した「くずし字 OCR
サービス」を提供している（http://codh.rois.ac.jp/ 
char-shape/OCR/ 2022-03-30検索）。18・19世
紀を対象とする人口・家族研究のための古文書史
料は，膨大な量にのぼるため，最先端の情報技術
を視野に入れた史料入力の効率化が求められる。 

 
44..33  デデーータタベベーースス間間のの横横断断検検索索 

研究者や機関が，個別に構築している古文書史
料データベースを繋ぎ，横断検索できる研究環境
を構築することが望まれる。古文書史料は散逸を
避けるために現地保存が原則である。史料の保存
状況が良好な集落は相当数にのぼるため，全国的
な史料収集とデータベース構築を個人の研究者
が行うことは不可能である。インターネットから
公開されている各地の研究者や研究機関が構築
した「宗門改帳」，寺院「過去帳」，「戸籍」な
どの古文書史料データベースを繋ぐ横断検索シ
ステムの開発が求められる。 
 

おおわわりりにに  
江戸時代と現在との間に架橋して，人口・家族

の変容過程を検討する場合，人口再生産構造の時

系列的変化と地域差の解明が当面の課題となる。

具体的には，持続的人口増加の開始時期，人口再

生産構造を規定する初婚年齢，出産力，結婚持続

期間，平均余命などの地域差とその要因，婚姻や

労働を契機とする人口移動，感染症による死亡構

造，および家族・世帯の変容過程の解明が求めら

れる。そのためには，各地に保存されている古文

書史料を組織的に収集，蓄積，分析，発信する必

要がある。古文書画像データベース・歴史GISは，
このような課題を解決するために構築された。 
「江戸時代における人口分析システム（DAN 

JURO）」は，「宗門改帳」，寺院「過去帳」，明治
初期に作成された「戸籍」，「種痘人取調書上帳」

などの記録内容と分析方法を研究者間で共有す

るためにインターネット上で運用されている日

本唯一のデータベース・歴史 GISである。古文書
史料を蓄積・分析・発信する情報技術は，開発途

上の分野である。コンピュータの性能向上と情報

技術の急展開にともなう試行錯誤が続いている

ため，4節で指摘した技術的課題に加えて，広範
な視点から検討を要する課題も少なくない。 
第一は，データベースを含む情報システムの継

承である。大学などの研究機関に在籍する研究者

が構築したデータベースは，メインテナンス費用

が必要であるため，構築責任者の退職・離職に伴

って，維持管理できなくなる場合が多い。長年に

亘る研究成果の結晶であるデータベースを継承

する方法を検討することは，貴重な史料の保存を

図るためにも，喫緊の課題である， 
第二は，人権擁護や個人情報保護に抵触しない

史料利用のガイドライン策定である。寺院「過去

帳」や「戸籍」などの古文書画像データベースは，

人権擁護や個人情報保護の観点から公開できな

い。研究過程の再現性が低下するため，次善の選

択となるが，データベースから算出した個人を特

定できない死亡数などの指標を示すグラフだけ

でも公開できれば，貴重な史料の利活用を促進す

ることができる。関連法規に抵触しない史料利用

のガイドラインを策定することが求められる。 

第三は， データベースの評価方法である。デー

タベースは，論文や著書と等しく，著作権法で著

作物として認められている。しかし，研究業績と

して評価する方法が確立されていない。18・19世
紀を対象とする人口・家族研究にとって，古文書

史料データベースは，研究基盤として不可欠であ

る。古文書史料データベースを構築するには，膨

大な研究時間と研究費，情報学と古文書史料に関

する専門知識を必要とする。学会誌における論文

の査読制度と同様に，研究業績として評価する基

準を設け，データベースの質の向上と構築促進を

図ることが重要である。 
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［［要要旨旨］］  

This article introduces the Xavier database, one of the major sources for studying historical 
populations in Japan. The database consists of 162 years of annual observations for 28,105 
individuals living in three villages and one town of the current Fukushima prefecture between 1708 
and 1870. We review the extensive efforts of the founder of Japanese historical demography, Akira 
Hayami, and his group in collecting, transcribing, coding, and finally making local population 
registers into this database for demographic analysis. We discuss the studies that flourished 
domestically and internationally using the data in the last two decades, followed by the discussion 
of current and promising development. 
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11..  IINNTTRROODDUUCCTTIIOONN  

"Thank you, Francisco Xavier!" wrote Akira 
Hayami (1928–2019), the founder of Japanese 
historical demography in 1979. Without St. 
Francisco de Xavier who first brought 
Christianity to Japan in 1549, the Shumon-
Aratame-Cho (SAC; religious affiliation 
investigation registers) would never have 
started. SAC was the "chance by-product of the 
Tokugawa Bakufu's fear and loathing of 
Christianity" (Hayami, 1979) which serves as 
the main source for Japanese historical 
demography. This article introduces the source, 
the construction, as well as the impact of the 
first digitized data set in Japanese historical 
demography. The data set was named after 
Xavier who was one of the founders of the 
Society of Jesus. 

The construction of individual-level 
longitudinal data based on household registers, 
SAC and similar Ninbetsu-Aratame-Cho (NAC) 
for early modern Japan has opened up arrays 
of possibilities for investigating the 
demographic behavior of commoners in the 
Tokugawa period (1603–1867). Japanese 
historical demography has come a long way 
since Akira Hayami's application of the method 
of "family reconstitution" to Japanese 
household registers in the late 1960s. Hayami’s 

lifetime collection of materials on historical 
demography from his earlier offices including 
Keio University, International Research 
Center for Japanese Studies (Nichibunken), 
and Reitaku Tokyo Center, are now hosted as 
the "Reitaku Archives" at Reitaku University, 
organized and maintained by the Population 
and Family History Project (PFHP) headed by 
Satomi Kurosu. 

This article first introduces the sources used 
for the Xavier Database and the studies of 
Japanese historical demography in general. 
Particular attention is paid to how Hayami's 
collection of historical records, those which he 
called "treasure of humankind", were 
transcribed and put into a format with linked 
annual individual/household information. Next, 
we discuss the process of coding and 
construction of the Xavier Database, the first 
systematic database Hayami initiated in late 
1980s. While there are numerous datasets and 
sources available across Japan by now, the 
sources for northeastern communities used for 
the Xavier Database are known to be the most 
detailed. We review the Xavier data, focusing 
on three villages (Niita, Shimomoriya, 
Hidenoyama) and one town (Koriyama) in the 
current Fukushima prefecture. Finally, we 
discuss how the studies based on the dataset 
advanced our understanding of people's lives 

54


